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現地校は、先週より夏休みに入り日本語学校でも来週を 

をもって１学期１３日間（幼・小１年－１２日間）の終 

業日を迎えます。 

平日、サマーキャンプや学習塾、ボランティア活動な 

どで過ごしている人、日本に帰り体験入学をしている人 

などそれぞれの夏休みを過ごしていると思います。 

日本語学校としても、子ども達に安全で有意義な夏休 

みを過ごしてもらいたいと強く願っています。 

 本校の児童生徒は、授業時数が少ない中で日本語学習 

を頑張っています。夏休みは、１学期の学習を振り返り 

復習を中心に計画的に学習できるように、ご家庭でのご 

協力をお願いいたします。 

ここで「家庭学習のすすめ」について紹介します。 

（１）学習時間の確保  

家庭学習の習慣は、生活習慣でもあります。毎日決ま

った時間に「必ず机に向かう習慣」を身に付けさせまし

ょう。特に、長い夏休み中は「何時から何時まで勉強す

る」ということを家庭でよく話し合って、時間を設定し

てください。 

個人によって違いはありますが、子どもの「集中力」

が続き、家庭学習としての効果が上がる時間は、学年×

１０～１５分間と言われます。目安は次の通りです。  

小学生・低学年（２０～３０分） 中学年（３０～５０

分） 高学年（５０～７０分）中高生（９０～１８０分 ）

また、一週間の内、テレビを見ない・ゲームをしない日

「ノーテレビ・ノーゲームデー」を家庭で決めるなど、

家族揃って夏休みの生活計画を立て実行してはいかが

でしょう。  

（２）学習環境の整備  

まずは、机の上や周りをきちんと整理整頓させましょ

う。  

「ながら勉強」（テレビを見ながら、おやつを食べなが

ら）は、やめさせましょう。 お子さんが落ち着いた環境

の中で学習できるように、各家庭で工夫してください。  

（３）見届け・励まし  

小学校低学年の時は、おうちの方の支援が、学習習慣

や意欲付けに大きく影響します。はじめは、保護者がそ 

ばに付き添って見届けてもよいでしょう。正しい姿勢や

鉛筆の持ち方にも気をつけましょう。文字を丁寧に書い

たり、定規を使って線を引いたりすることも大切です。 

これは、日本語学校でしつけていることですが、現地校 

との違いも受け入れながら、なぜ、現地校でやらないこ

とが大切なのか、学習文化の違いを教えながら、強制的

でなく教えていくことが効果的です。 

 中学年・高学年と学年が上がるにつれて、自分で学習

することができるように少しずつ手を離していってくだ

さい。そして、中・高生では、自ら考え進んで学習する

態度が身につくよう支援してください。 

 いくつになっても、手を離しても目は離さないように 

してください。子ども達のがんばりに対する励ましの声 

掛けが、子ども達の学習意欲の向上につながります。 

「子どもの学習意欲を高める称賛と温かい励まし」 

～６年生授業から～ 

頑張ったね。

握手！ 
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○６月１７日の「父の日」を祝い、幼稚部は、１６日に父の日のイベントを行いま

した。子ども達は、朝から父の日のプレゼント作りに一生懸命に取り組みました。

習字で『父』という字を書いたり、帽子に色とりどりの手形の模様をつけたりしま

した。午後、招待されたお父さん達は、魚つり遊びをしたり、プレゼントの帽子を

もらったりしました。子どもから「おとうさん ありがとう」の言葉に笑顔あふれ

るお父さんの顔が印象的でした。 

 

 国語科コース別学習がスタートして４年が経過しました。 

本年度から６年生まで拡大し、子ども達の国語力の多様 

化に応じたクラス編成を小学部３年から実施しています。 

 本小委員会では、実施学年の児童・保護者アンケートを 

行い、結果を分析して指導に役立てています。 

 本年度第１回の会議を先週、外部指導者メリーランド大 

学西尾雅子様、幼児教育に携わる片桐伸子様をお招きし、 

国語科Ａコース担当の先生方、教育人事部の皆さんで行い 

ました。 

 主な会議内容として 

 ・国語科単元テストと全校アンケート結果分析 

 ・国語科カリキュラム作成状況 

 ・クラス分け結果と現状 

 ・先生方の授業の進め方や成果と課題 

など、２時間にわたって熱心な話し合いが行われました。 

 

 

 

 

 

 日本時間６月１８日朝７時５８分に発生した大阪北 

部を震源地とする大阪地震（震度６弱）は、５人の尊 

い命を失い多くの人達が負傷し、帰宅困難者も大勢出 

るという事態となりました。 

 大阪堺に住む私の長男も、通勤途上で急に電車が止 

まり、大混乱に巻き込まれていると連絡がありました。

幸い家族は無事でしたが、地震発生後、次々に被害の 

状況が報道された中で、大阪高槻市の小学校のプール 

沿いに設置されたブロック塀が倒れ、登校中だった４ 

年生の女児が下敷きになり亡くなったというニュース 

を見て、大変ショックを受けました。 

 この事故は、違法建築という人災が引き起こしたと 

いうことで問題になっています。 

アメリカ東部では、ほとんど地震が起きないと聞き 

ますが、人災による施設事故は、いつ何時起きるか予 

想がつきません。借り校舎でありますが、事前に危険 

個所を予測し、点検を行い改善が必要な場合は、ＳＲ 

校と連絡を密に取り、子ども達の学習環境の安全確保 

に努めて参りたいと思います。 

 

 

 

アンケート結果分析を説明する教育人事部伊藤委員 


